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日本国内の状況 

南北朝の動乱(14C 半ば～) 

                     

前期[b.       ]の横行 

 

 

 

 

 

南北朝の統一（1392） 

 

 

 

 

前期倭寇の鎮静化 

 

 

 

 

 

 

 

 

嘉吉の変（1441） 

 

応仁の乱（1467） 

 

 

明応の政変（1493） 

 

 

 

鉄砲の伝来（1543） 

ザビエル来日（1549） 

 

 

 

 

 

 

 

日中関係 

足利尊氏が後醍醐天皇の菩提を弔うため、 

元に[a.          ]船を派派遣（1342） 

 

元の滅亡、朱元璋が[c.    ]を建国（1368） 

→明の[d.           ]…民間人の海上交易禁止 

     倭寇の鎮圧要求 

九州の南朝勢力である懐良親王が 

明により「日本国王」に冊封される（1370） 

       

3代将軍[e.            ]が明と国交樹立（1401） 

正史：[f.      ] (禅僧)、副使：肥富（博多商人） 

⇒「g.           源道義」として冊封を受ける 

 

[h.         ]貿易の開始(1404)…朝貢貿易の形式 

輸出品：刀剣・銅・硫黄 

輸入品：[i       ・       ]・陶磁器 

 

4代将軍[j.            ]が勘合貿易停止（1411） 

 

6代将軍[k.            ]が再開（1432） 

⇒商人・寺社・守護大名が参入 

（幕府は貿易の利益から[l.           ]を徴収） 

 

 

大内氏－[m.       ]商人 

[n.         ]氏－堺商人  

により独占 

 

[o.               ]（1523） 

大内氏と細川氏が寧波で争い、大内氏が勝利 

⇒大内氏が勘合貿易を独占 

 

 

[p.          ]の滅亡（1551） 

⇒勘合貿易が断絶 

 

後期倭寇（中国商人主体）の活発化(16C半) 

日本の[q.    ]と中国の生糸の交換を主とした密

貿易が展開される 

⇒ポルトガル・スペイン商人も参入（南蛮貿易） 

日朝関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

[r.        ]の滅亡（1392） 

⇒[s.          ]が朝鮮建国 

 

対馬の宗氏を仲介とした通交 

輸出品：銅・硫黄・蘇木・香木 

輸入品：大蔵経・[t.      ] 

 

 

 

[u.                ]（1419） 

朝鮮が倭寇の根拠地と見なして

対馬を襲撃 

→交渉のため、宋希璟が来日 

『老松堂日本行録』を記す 

 

癸
き

亥
が い

約条（嘉吉条約/1443） 

日本からの渡航船数制限 

 

 

[v.              ]（1510） 

富山浦・乃而浦・塩浦において 

日本人居留民が反乱を起こす 

⇒鎮圧され、以後、日朝貿易衰退 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貿易制限に対する 

日本商人の不満 

宗氏の発行する通行許可証（文引） 
が朝鮮との通交で必要となる(1438～) 

後期倭寇（中国人主体） 

の活動の始まり（15C 後半） 

後期倭寇の頭目 

王直の活動 
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日本国内の状況 

南北朝の動乱(14C 半ば～) 

                     

前期[b. 倭寇 ]の横行 

 

 

 

 

 

南北朝の統一（1392） 

 

 

 

 

前期倭寇の鎮静化 

 

 

 

 

 

 

 

 

嘉吉の変（1441） 

 

応仁の乱（1467） 

 

 

明応の政変（1493） 

 

 

 

鉄砲の伝来（1543） 

ザビエル来日（1549） 

 

 

 

 

 

 

 

日中関係 

足利尊氏が後醍醐天皇の菩提を弔うため、 

元に[a. 天竜寺  ]船を派派遣（1342） 

 

元の滅亡、朱元璋が[c. 明  ]を建国（1368） 

→明の[d. 海禁政策   ]…民間人の海上交易禁止 

     倭寇の鎮圧要求 

九州の南朝勢力である懐良親王が 

明により「日本国王」に冊封される（1370） 

       

3代将軍[e. 足利義満    ]が明と国交樹立（1401） 

正史：[f. 祖阿  ] (禅僧)、副使：肥富（博多商人） 

⇒「g. 日本国王 源道義」として冊封を受ける 

 

[h. 勘合  ]貿易の開始(1404)…朝貢貿易の形式 

輸出品：刀剣・銅・硫黄 

輸入品：[i 銅銭 ・ 生糸  ]・陶磁器 

 

4代将軍[j. 足利義満 ]が勘合貿易停止（1411） 

 

6代将軍[k. 足利義教  ]が再開（1432） 

⇒商人・寺社・守護大名が参入 

（幕府は貿易の利益から[l. 抽分銭  ]を徴収） 

 

 

大内氏－[m. 博多  ]商人 

[n. 細川  ]氏－堺商人  

により独占 

 

[o. 寧波の乱   ]（1523） 

大内氏と細川氏が寧波で争い、大内氏が勝利 

⇒大内氏が勘合貿易を独占 

 

 

[p. 大内義隆   ]の滅亡（1551） 

⇒勘合貿易が断絶 

 

後期倭寇（中国商人主体）の活発化(16C半) 

日本の[q.銀 ]と中国の生糸の交換を主とした密貿

易が展開される 

⇒ポルトガル・スペイン商人も参入（南蛮貿易） 

日朝関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

[r. 高麗 ]の滅亡（1392） 

⇒[s. 李成桂   ]が朝鮮建国 

 

対馬の宗氏を仲介とした通交 

輸出品：銅・硫黄・蘇木・香木 

輸入品：大蔵経・[t. 木綿  ] 

 

 

 

[u.  応永の外寇    ]（1419） 

朝鮮が倭寇の根拠地と見なして

対馬を襲撃 

→交渉のため、宋希璟が来日 

『老松堂日本行録』を記す 

 

癸
き

亥
が い

約条（嘉吉条約/1443） 

日本からの渡航船数制限 

 

 

[v.  三浦の乱    ]（1510） 

富山浦・乃而浦・塩浦において 

日本人居留民が反乱を起こす 

⇒鎮圧され、以後、日朝貿易衰退 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貿易制限に対する 

日本商人の不満 

宗氏の発行する通行許可証（文引） 
が朝鮮との通交で必要となる(1438～) 

後期倭寇（中国人主体） 

の活動の始まり（15C 後半） 

後期倭寇の頭目 

王直の活動 


